
　イエス様
さま

は、地
ち

上
じょう

を 去
さ

って 天
てん

国
ごく

の 父
ちち

の 元
もと

へ もどる 

前
まえ

に、弟
で

子
し

たちに こう 言
い

われた。「全
ぜん

世
せ

界
かい

に 出
で

て行
い

って、すべての 造
つく

られた ものに 福
ふく

音
いん

を 宣
の

べ伝
つた

えよ。」

（マルコによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 16:15、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

　イエス様
さま

は 弟
で

子
し

たちに、彼
かれ

が だれなのかや、彼
かれ

が すべての 人
ひと

に 提
てい

供
きょう

している 救
すく

いの 贈
おく

り物
もの

という 

良
よ

い 知
し

らせを、他
た

の 人
ひと

たちにも 伝
つた

えるようにと 教
おし

えられたんだ。



　イエス様
さま

が 神
かみ

の 御
み

子
こ

であると 信
しん

じ、

自
じ

分
ぶん

の 人
じん

生
せい

に 彼
かれ

を 受
う

け入
い

れた 

人
ひと

たちのために、イエス様
さま

は 何
なに

を 

してくださるんだろう？

　イエス様
さま

は、すべての 罪
つみ

を ゆるして

くださる。そして、罪
ざい

悪
あく

感
かん

も 取
と

り

除
のぞ

いてくださるんだ。１度
ど

も 罪
つみ

を 

おかしたことの ない イエス様
さま

が、

すべての 人
ひと

が ゆるされるように、

そのための つぐないとして、

十
じゅう

字
じ

架
か

の 上
うえ

で 死
し

んで

くださったんだよ。

　「わたしたちが まだ 罪
つみ

人
びと

で

あったとき、キリストが 

わたしたちのために 死
し

んで

くださった ことに より、

神
かみ

は わたしたちに 対
たい

する 

愛
あい

を 示
しめ

されました。」

（ローマ人への 手
て

紙
がみ

 5:8、
新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）



　イエス様
さま

は、わたしたちに 永
えい

遠
えん

の 命
いのち

を くださり、

天
てん

国
ごく

で 永
えい

遠
えん

に 彼
かれ

と いっしょに くらせるという

約
やく

束
そく

を してくださっているんだ。

　「神
かみ

は、実
じつ

に、その ひとり子
ご

を お与
あた

えに なった

ほどに、世
よ

を 愛
あい

された。それは 御
み

子
こ

を 信
しん

じる

 者
もの

が、ひとりとして 滅
ほろ

びる ことなく、永
えい

遠
えん

の

 　命
いのち

を 持
も

つためである。」

　　　（ヨハネの 福
ふく

音
いん

書
しょ

 3:16、新
しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）



　イエス様
さま

は、わたしたちの 

一
ひとり

人一
ひとり

人にとって、最
さい

高
こう

の 

友
とも

だちに なれるんだよ。

「わたしは あなたがたを 

友
とも

と 呼
よ

んだ。わたしの 

父
ちち

から 聞
き

いた ことを 

みな、あなたがたに 

知
し

らせたからである。」

（ヨハネによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 

15:15、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）



　イエス様
さま

は わたしたちに、

彼
かれ

の 物
もの

事
ごと

の やり方
かた

に 従
したが

う 人
ひと

たちは、

もっと 幸
しあわ

せな 人
じん

生
せい

を 送
おく

れると 教
おし

えてくださっている。

　「もし これらの ことが わかっていて、それを 行
おこな

うなら、

あなたがたは 幸
さいわ

いである。」（ヨハネによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 13:17、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）

　「神
かみ

を 愛
あい

するとは、すなわち、その 戒
いまし

めを 守
まも

る ことである。そして、

その 戒
いまし

めは むずかしい ものでは ない。」（ヨハネの 第
だい

一
いち

の 手
て

紙
がみ

 5:3、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）



　イエス様
さま

は、ご自
じ

身
しん

を 受
う

け入
い

れた 人
ひと

たちとは、

より 親
した

しい 友
とも

だちに なれる。そして、助
たす

けを 必
ひつ

要
よう

と している 

ときには イエス様
さま

に お願
ねが

いするように、はげましてくださるんだよ。

　「わたしの 神
かみ

は、ご自
じ

身
しん

の 栄
えい

光
こう

の 富
とみ

の 中
なか

から、あなたがたの いっさいの 必
ひつ

要
よう

を、

キリスト・イエスにあって 満
み

たしてくださるであろう。」（ピリピ人への 手
て

紙
がみ

 4:19、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）



　イエス様
さま

を 受
う

け入
い

れると、その 人
ひと

は イエス様
さま

の 愛
あい

の こもった 世
せ

話
わ

を もっと 個
こ

人
じん

的
てき

に 

感
かん

じるようになる。そして 病
びょう

気
き

の 時
とき

には、イエス様
さま

を 頼
たよ

りに する 信
しん

仰
こう

が もっと 

持
も

てるように なるんだ。

　「主
しゅ

は あなたの すべての 不
ふ

義
ぎ

（罪
つみ

）を ゆるし、あなたの すべての 病
やまい

を いやす。」

（詩
し

篇
へん

 103:3、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）



　イエス様
さま

の 良
よ

い

知
し

らせについて 話
はな

す

とき、君
きみ

は 相
あい

手
て

の 

人
ひと

に、救
すく

いや、永
えい

遠
えん

に 

イエス様
さま

と くらせる 

人
じん

生
せい

という、すばらしい 

贈
おく

り物
もの

を 差
さ

し出
だ

して

いるんだ。他
た

の 人
ひと

に 

イエス様
さま

の ことを 

話
はな

せば、君
きみ

の 

イエス様
さま

との 友
ゆう

情
じょう

や、

イエス様
さま

を 信
しん

じる 

人
ひと

たちに 彼
かれ

が 

下
くだ

さる すばらしい 

贈
おく

り物
もの

について、

説
せつ

明
めい

することが 

できるよ。



世
せ

界
かい

じゅうの 

人
ひと

たちが、イエス様
さま

を 

通
とお

して 受
う

け取
と

れる、

この 貴
き

重
ちょう

な 贈
おく

り物
もの

を 

必
ひつ

要
よう

と している。

だからこそ、イエス様
さま

は 

クリスチャンの 

一
ひとり

人一
ひとり

人に、イエス様
さま

が 

どれほど 自
じ

分
ぶん

を 愛
あい

して

くださっているか 

知
し

らない 人
ひと

たちに、その 

ことを 伝
つた

えるようにと 

求
もと

めておられるんだ。

彼
かれ

らも、イエス様
さま

から 

すばらしい 贈
おく

り物
もの

を 

受
う

け取
と

れるようにね。
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